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18.縦縞腫蕩の 1治験伊i
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症例は， 68歳男性。主訴は右側錦部痛。諸検査の結果
縦謂腫療が疑われ，胸水締胞診の結果と考え合わせて， 
Stage IVの悪性リンパ題と考えられた。
化学療法として， Endoxan 1000mg，Adriacin 70mg， 
Oncovin 2mgを1S，Predonine 100mgを5日開投
与。 2クール自より， Endoxan. 800mg，Adriacin 50mg， 
Oncovin 2mgを1日， Predonine 100mgを5日間，
計4クール行ない。完全寛解に至った症例である。 
19. 当読における京発性胃掲腫についての検討
。中山隆雅，斉藤揚久，三j猪 患道
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吉沢黒，諸橋芳夫 〈旭中央)
旭中央病院において昭和48年より昭和55年までの 8年
揮に原発性胃肉彊は，平滑筋肉腫4例，悪性リンパ腫6
例の許10例で，同時期の胃全悪性撞蕩の1.1弘であった。 
10例のうち，術前に Botrmann型の癌が疑われた悪性
リンパ彊と，術前に診新し得た著明な壁外性発育を示し
た巨大胃平海筋肉腫の症例を呈した。胃肉麓は，寵に比
し， 梼前tこ謹定診断をつけることが難しいが， x線検
査，内視鏡検査所見で，胃肉腫が疑われた場合，種極的
に検討することで，請前の診断も可龍になると患われ
る。 
20.十二指覇震発の享滑筋肉腫の 1侭
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十二指腸原発の平滑第肉麓は極めて離な疾患であり，
本邦では1939年の藤岡の報告以来69年までで31例，外冨
では1920年の報告以来71年までで約100例の報告がある
にすぎません。今回演者ら辻 169識の男性で右'罪防部痛
を主訴に来院し，会車，腹部撞濯を認め，胆嚢癌の診断
のもと」書j検にて十二指腸京発の平滑筋肉腫であること
が判明した症例を経験しましたので報告致しました。 
21.当院における藁痘症棋の検討
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当践における昭和54年の高ピリ/レピン車産，総数 503
伊jを検討した結果，最も多いのが外傷及び外科的震襲後
のものであったが，これらはすべて総ピリルピン値 2.0 
mgfdl以下のものが多く，総ピ予ノレピン値3.0mgfdl以
上の顕性黄痘に想定すると，好結胞性及び罰塞性黄痘の
割合が80%であった。これら頴性黄痘の鑑別は，時に臨
床症状及び血液検査のみでは鑑民不可能な例がある。 2
症例を提示することにより，超音波検査， PTC，ERCP 
といった担道直接造影法の重要性を示した。 
22. 当読における肝内陸石痘 8例の臨床釣検討
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3年間iこ経験した，野内胆石症 8例を検討した。スク
リーニングとして超音読検査が宥用であった。超音波映
像下に選択的に PTCを行うことにより，議小野内胆石
を確診できた。治療は 3例に外科的娃置を， 4部は経過
額察中である。誌胆管内に結石を持う 1f7Uに対して，内
視鏡的乳頭切開を行い，結石を除去し，経過をみている
が， 10カ月後の現在症状は急く，肝内胆石症の治療法の 
1っとして検討中である。 
23. B筆頭部癌の 2例
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抗癌剤の全身投与に関しては，かなり著明な副作用が
見られるが，我々は今回棒頭癌で黄蓮をきたした痘例に 
PTCDを施行し，そのドレナージチューブを介して掻
く少量の投癌荊を投与し腫蕩に実守する直接的な縮少弟果
を狙った。一例に再諌通を認め，一例は麗蕩の壊死を認
めた。この方式による抗癌剤投与の期間中認めるべき副
作用はなかった。
